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生協の現況（2016年9月末日現在）

組合員数=16.371名　出資金総額=550.565千円

■梶原デイサービスに空きがあります、申込・見学を受付ています。連絡先：☎03－3911－7265

　

秋
と
い
え
ば
、「
食
欲
の
秋
」

「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
は
ど
ん
な
秋
を
お
過
ご
し
で

す
か
。「
秋
の
夕
陽
に
照
る
山

も
ー
み
ー
じ
」、
お
な
じ
み
の

小
学
唱
歌
の
一
節
で
す
。「
錦

秋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
美
し
く
色
づ
い
て
い
く

木
々
の
葉
を
眺
め
る
の
は
秋
な

ら
で
は
の
楽
し
み
だ
と
思
い
ま

す
▼
王
子
駅
近
く
の
飛
鳥
山
公

園
は
桜
の
名
所
で
す
が
、
こ
こ

で
「
十
月
桜
」
と
い
う
、
秋
に

咲
く
珍
し
い
桜
が
咲
く
そ
う
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
し
て
み

る
と
10
月
頃
か
ら
開
花
し
始
め

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
き

１
年
に
２
度
開
花
す
る
と
の
こ

と
。
同
園
に
３
本
植
え
ら
れ
て

お
り
、
珍
し
い
品
種
の
た
め
熱

心
に
写
真
撮
影
を
す
る
人
も
い

る
よ
う
で
す
▼
飛
鳥
山
の
木
立

に
ひ
っ
そ
り
咲
く
「
十
月
桜
」。

春
の
華
や
か
な
印
象
と
は
異
な

り
、
淡
紅
色
で
小
さ
く
と
も
可

憐
な
美
し
さ
を
も
つ
。
ま
た
色

づ
い
て
き
た
紅
葉
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
何
と
も
素
敵
だ
と
か

▼
秋
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

「
十
月
桜
」
の
下
、
団
子
を
食

べ
る
の
も
、
読
書
を
す
る
の
も
、

筆
を
と
る
の
も
、
こ
ん
な
近
く

で
秋
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
一
度
足
を
運
ん
で
み
よ
う
か

な
。（
坂
）

　

要
介
護
1
、
2
の
い
わ
ゆ
る

「
軽
度
者
」に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

給
付
削
減
の
動
き
が
明
ら
か
に

な
る
中
で
、「
介
護
保
険
制
度

の
こ
れ
以
上
の
後
退
は
許
さ
な

い
」
と
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

当
生
協
で
も
、
北
区
や
荒
川

区
の
議
会
に
向
け
て
、「
軽
度
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
給
付
削
減

は
す
る
な
!
」
と
い
う
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
署
名

運
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
７
日
に
は
介
護
保
険
の

こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
、
私
た
ち

が
目
指
す
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
緊
急
学
習
会
を
開
催
（
右

写
真
）。署
名
運
動
を
取
り
組
む

に
際
し
て
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
な
お
、
署
名
は
11
月
中
旬

に
北
・
荒
川
の
両
区
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
6
生
協
強
化
月
間
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
月
間
の

皮
切
り
と
な
る
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
を
、９
月
30
日
に
開
催
し
、

62
名
の
地
域
組
合
員
、
職
員
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
で
は
、
ま

ず
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
現
場

や
制
度
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。（
左
の
写
真
）
こ
れ

は
今
年
５
月
、
き
ら
り
健
康
生

協
の
デ
ン
マ
ー
ク
視
察
に
当
生

協
か
ら
派
遣
し
た
職
員
２
名
か

ら
の
報
告
で
し
た
。
こ
の
日
は

き
ら
り
健
康
生
協
視
察
団
の
２

名
の
職
員
も
参
加
、
視
察
の
意

義
や
経
緯
、
女
性
の
働
き
方
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
小
さ
な
頃

か
ら
自
分
自
身
で
考
え
る
自
立

し
た
「
個
」
を
重
視
す
る
教
育

が
実
施
さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
考

え
方
が
医
療
や
介
護
の
現
場
に

反
映
さ
れ
て
お
り
、
日
本
と
の

違
い
を
強
調
し
た
報
告
に
、
会

場
か
ら
質
問
の
手
が
多
数
あ
が

り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
、
土
屋
理
事

長
が
生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア
に

つ
い
て
触
れ
、
医
療
生
協
が
目

指
す
方
向
に
つ
い
て
共
有
し
ま

し
た
。

　

集
会
の
後
半
に
は
理
事
6

名
、支
部
長
２
名
、
職
員
1
名
の

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、強
化
月

間
に
向
け
た
抱
負
や
各
分
野
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
言
を

受
け
て
、
最
後
に
西
本
副
理
事

長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
、

意
思
統
一
を
は
か
り
ま
し
た
。

「認知症をめぐる医療生協の取り組み」
日時：11月26日（土）14時から
会場：読売プリントメディアホール

　（北区堀船 4-2-1）

2016 生協強化月間

生協パワーアップ集会生協パワーアップ集会

▲署名用紙

強化月間キックオフ集会開く

介
護
保
険
制
度
の
後
退
許
す
な

陳
情
署
名
運
動
を
展
開
中

デンマーク視察報告



一人ひとりが主役になって デンマーク研修報告4.
百瀬・山根両君の

出前報告会はいかがですか

　今回の２つの訪問先から、デンマークは一人
ひとりがより幸せな生活のために、それぞれの
できることを、それぞれの形で行なっている国
なのだと感じました。それは、まさに国全体と
しての自立のあり方であり、一人ひとりがデン
マークという国の中で主役になっていることの
現れなのだと考えます。そして、このことに世
界幸福度ランキング１位となっている要因の一
端があるのではないでしょうか。

　以上でデンマーク研修の報告とさせていただ
きますが、最後に数点付け加えさせていただけ
ればと思います。まず。今回の研修では研修先
の皆様や、きらり健康生協・すこやか福祉会・
東京ふれあい医療生協の皆様には大変お世話に
なりました。深く感謝申し上げます。また、山
根・百瀬による報告会をご希望の支部等があり
ましたら、喜んでお伺いいたしますので、本部
までご相談いただければと思います。計４回で
したが、お読みいただきありがとうございまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　（百瀬記）

　さて、今回が最終回となる研修報告ですが、
最後に訪問先 2箇所についてご報告します。
　まず、ご報告するのはアクティビティセン
ター。60歳以上のシニアが、それぞれ趣味の
集まりやイベントを開いている施設です。施設
での集まりやイベントは、利用するシニアが全
てボランティアとして運営しています。私たちが
訪問したアクティビティセンターは利用する会
員が1600名、年会費7000円（円に換算）で、そ
れぞれの集まりで必要があれば別に集金します。

やはり男性高齢者の参加が課題

　ここには楽器の演奏ができる部屋やビリヤー
ドの部屋、スポーツジムのような部屋もありま
したが、楽器やビリヤード台、運動機器は全て
利用者が持ち寄ったものや、カフェやコンサー
トを運営して出た利益で、用意されているとの
こと。決して市からの予算ではなく、自分たち
の手で、自分たちのために運営している施設で
す。そのため、ボランティア独自で施設運営の
ための委員会をつくり、予算も責任をもって管
理しています。もちろん施設内や地域での課題
についても向き合います。ちなみにここ最近の
課題は「いかに男性を引き出すか」だそうで、
国が変わっても抱えている悩みというのは変わ
らないようです。

　次にご報告するのは、デンマークの高齢者組
織、エルドラセイエンについてです。エルドラ
セイエンは、全人口の１割以上が参加する最大
の民間組織であり、会員のほとんどが 60歳以
上で占められています。活動は交流会などのイ
ベントや独居の方への訪問、その他多種にわた
るボランティアです。実際に私たちが訪問させ
ていただいたのは、エルドラセイエンで活動さ
れている方のご自宅。そこで、ボランティアさ
れている方々とお話をさせていただきました。
　訪問先のオーナーは御歳 89歳（！）。普段は
訪問活動をされています。「最近では訪問先で
も自分より年下の方多くなった」と笑っていま
した。また、他にもイベントの運営をされてい
る方、仕事で使っていたコンピューターについ
て教える方などがおり、それぞれができること
をそれぞれの形で行っているとのこと。中には
自身が長年使っているからと補聴器について教
えている方もいました。その方は「自分は実際
に補聴器を直すことはできないけれども、どこ
に電話すれば直してもらえるかを教えることは
できる」とおっしゃいます。
その場にいた皆さんが、自
分は誰かの役に立つことが
できる、と自信を持ってい
るように感じました。

支部活動紹介－９

元気はつらつ体操を毎月
堀船１丁目支部

　

堀
船
１
丁
目
支
部
は
、
２
０
１

2
年
７
月
24
日
に
結
成
総
会
を
開

催
し
、
も
う
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

い
や
、
や
っ
と
か
も
・
・
・
。

　

支
部
運
営
委
員
会
を
毎
月
開
催
。

運
営
委
員
会
報
告
や
支
部
活
動
行

事
を
お
知
ら
せ
す
る
支
部
ニ
ュ
ー

ス
「
ほ
り
い
ち
版
」
も
、
11
月
で
55

号
を
数
え
ま
す
。

　

学
習
会
は
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、「
東
京
散
歩
」を
企
画
し
、

今
年
の
秋
は
、
葛
飾
柴
又
を
歩
き
ま

す
。
そ
の
頃
は
、
江
戸
川
堤
も
ア
キ

ア
カ
ネ
が
飛
び
交
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
班
会
「
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
倶
楽
部
」
も
毎
月
開
催
し
、
７
か

ら
９
名
の
方
が
１
時
間
ほ
ど
身
体
を

動
か
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
５
月
か
ら
は
月
１

回
、
20
軒
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
組
合
員

宅
へ
増
資
の
お
願
い
に
伺
っ
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
の
午
前
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
留
守
の
お
宅
が
多

い
の
で
す
が
、
雑
談
交
じ
り
に
い
ろ

い
ろ
お
話
を
伺
う
中
で
、
東
京
ふ
れ

あ
い
医
療
生
協
が
、
た
く
さ
ん
の
組

合
員
さ
ん
に
よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
担
当
理
事
：
篠
﨑
記
）

　

10
月
16
日
、
梶
原
診
療
圏
各
支
部
と
小

台
宮
城
支
部
共
同
で
、
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ

ク
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
25

名
で
し
た
。

　

午
前
９
時
前
に
堀
船
を
出
発
し
た
バ
ス

は
、
宮
城
公
園
に
回
り
小
台
宮
城
地
区
参

加
者
と
合
流
。
一
路
川
越
の
喜
多
院
を
目

指
し
ま
し
た
。
喜
多
院
は
徳
川
家
光
が
誕

生
し
た
地
。
春
日
局
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て

有
名
で
す
。
到
着
後
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
現
地
ガ
イ
ド
の
案
内
で
喜
多
院
の
本

堂
、
春
日
局
の
居
所
な
ど
を
見
学
。
境
内

の
五
百
羅
漢
で
は
、
自
分
に
似
た
羅
漢
像

を
探
す
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
（
日

高
市
）
で
昼
食
と
お
買
い
物
を
楽
し
み
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
日
は
珍
し
く

好
天
に
恵
ま
れ
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し
た

参
加
者
一
同
で
し
た
。

梶原・小台宮城地区が共同し

晴天の下、バスハイクで交流深める

2016 年 11月453

■『生命の炎』づくりにあなたの知恵と力を貸して下さい（編集委員を募集中）☎3911-3630天沼まで
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■サロン「かあさんの茶の間」=毎週火・木曜日　午前11時～午後５時・みらいハウス梶原

　

７
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
夏
祭
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
水
中
の
的
を
狙
っ
た
コ
イ
ン
落
と

し
、
紙
皿
を
的
に
し
た
お
手
玉
投
げ
、

磁
石
を
使
っ
た
魚
釣
り
な
ど
、
今
年
も

様
々
な
縁
日
ゲ
ー
ム
が
並
び
ま
し
た
。

　

中
で
も
紙
コ
ッ
プ
相
撲
、
お
も
ち

ゃ
の
カ
エ
ル
飛
ば
し
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
は
ご
利
用
者
様
か
ら
の
発
案
、

作
成
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
祭
ば
や

し
の
音
楽
に
の
せ
て
、
こ
の
時
ば
か
り

は
皆
、
童
心
に
帰
っ
て
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

で
す
。
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
歓
声
や

笑
い
声
。
ご
家
族
の
参
加
も
あ
り
、
と

て
も
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
後
半
は
、
運
動
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
見
学
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
：
林
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

57
「B型肝炎ワクチンが無料になります」

第八回　
特
別
編

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
夏
祭
り

　平成２８年４月１日よりＢ型肝炎ワクチンが

無料になります。（但し平成２８年４月１日以

降に生まれた赤ちゃんで０才児のみとなります）

Ｂ型肝炎ウイルスに感染すると、一部の人がキ

ャリア（持続感染ウイルスを体内に保有した状

態）となり、キャリアのうち約 10％の人は慢

性肝炎を発症し、肝硬変、肝臓がんへと進行す

る危険性が高くなります。肝硬変になると３人に１人が肝臓がんを発

症してしまいます。

　Ｂ型肝炎ウイルスの感染者は、日本国内で約１００万人と推定され

ています。感染後の経過は様々ですが、赤ちゃん、特に 3才未満の乳

児がＢ型感染ウイルスに感染すると、キャリアになる危険性がずっと

高くなります。赤ちゃんが生まれたら出来るだけ早くワクチンを接種

して、将来の生命を守りましょう。

拡大

　
■
　
病
状

　

心
窩
部
痛
（
み
ぞ
お
ち
が
痛

む
）、
背
部
痛
、
下
痢
、
糖
尿

病
の
症
状
な
ど

 　

膵
臓
の
働
き
は
前
述
し
た
よ

う
に
、
消
化
酵
素
を
出
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
酵
素
に
よ

り
、
膵
臓
自
体
が
自
己
消
化
さ

れ
て
し
ま
う
た
め
、
膵
臓
自
体

が
溶
解
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

か
な
り
痛
む
の
が
特
徴
で
、
急

性
膵
炎
の
場
合
「
膵
卒
中
」
な

ど
と
言
わ
れ
、
ひ
ど
い
場
合
は

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
慢
性
的
に
障
害
さ
れ

る
と
、
消
化
酵
素
の
分
泌
が
低

下
し
、
消
化
不
良
と
な
る
た
め
、

脂
肪
な
ど
が
分
解
さ
れ
な
い
た

め
、
下
痢
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

脂
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
る
と
下

痢
に
な
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
な

ど
の
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
な

く
な
る
の
で
、
糖
尿
病
に
な
り

糖
尿
病
の
症
状
が
、
出
現
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
初
め
て
、

糖
尿
病
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
、

一
般
に
よ
く
あ
る
糖
尿
病
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
膵
臓
が
障
害

さ
れ
た
た
め
に
糖
尿
病
を
発
症

　
■
　
検
査
方
法

　
血
液
検
査

血
液
検
査
で
は
、
膵
臓
の
酵
素

（
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
リ
パ
ー
ゼ
）、

閉
塞
性
肝
障
害
が
な
い
か
肝
機

能
検
査
、
炎
症
の
程
度
を
見
る

た
め
に
白
血
球
や
Ｃ
Ｒ
Ｐ（
炎

症
の
程
度
を
見
る
も
の
）
な
ど

を
調
べ
ま
す
。

　

膵
臓
癌
で
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

の
Ｃ
Ａ
1
9
ー
9
が
増
加
し
ま

す
。
こ
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
、

時
々
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健

診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
入
っ

て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
ま
り
感
心
し
ま
せ
ん
。
健
診

で
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
検
査
を

し
、
数
値
が
微
妙
に
上
が
っ
て

い
る
方
が
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

な
り
、
相
談
に
こ
ら
れ
る
方
に

も
、
し
ば
し
ば
遭
遇
し
ま
す
。

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
説
明
し
ま
す
。

　
超
音
波
検
査

　

超
音
波
で
は
、
膵
管
の
拡
張
、

膵
石
な
ど
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
嚢
胞
、
腫
瘤
な
ど
も

見
え
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ

　

腹
部
超
音
波
で
は
、
肥
満
の

方
や
、
便
秘
で
ガ
ス
の
多
い
人

は
、
膵
臓
は
観
察
し
に
く
い
臓

器
で
す
が
、Ｃ
Ｔ
，Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
そ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
膵
臓
癌
な
ど
は
、
単
純
Ｃ

Ｔ
だ
け
で
は
、
診
断
が
難
し
い

の
で
、
造
影
剤
を
使
っ
て
Ｃ
Ｔ

撮
影
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
調
べ
る
た
め
に
は
、

総
胆
管
に
造
影
剤
を
直
接
注
入

す
る
検
査
を
し
ま
す
。
逆
行
性

胆
管
膵
管
造
影
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）

で
す
。
こ
れ
は
、
口
か
ら
内
視

鏡
を
入
れ
て
、
十
二
指
腸
の
乳

頭
部
ま
で
内
視
鏡
を
進
め
、
内

視
鏡
か
ら
、
チ
ュ
ー
ブ
を
出
し

て
、
そ
の
チ
ュ
ー
ブ
を
胆
管
に

挿
入
し
造
影
剤
を
胆
管
に
注
入

す
る
方
法
で
す
。　
　

つ
づ
く

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
た

ら
、
実
は
、
膵
臓
癌
が
で
き
て

い
て
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
癌

が
大
き
く
な
っ
て
、
膵
臓
癌
で

命
を
落
と
す
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
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今
回
は
「
梶
原
診
療
所
の
訪
問
診
療

の
看
護
師
業
務
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

と
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
お
応
え
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
看
護
師
と
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
す
る
者
で
し
ょ
う
か
。
看
護
師
と

は「
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、

傷
病
者
若
し
く
は
じ
ょ
く
婦
に
対
す
る

療
養
上
の
世
話
又
は
診
療
の
補
助
を
行

う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
診
療
の
看
護
師
の
業
務
は
、
今

掲
げ
た
後
者
の
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
本
、
通
院
が
困
難
な
方
に
対
し
て
医

師
が
訪
問
し
て
診
療
す
る
こ
と
の
補
助

を
ベ
ー
ス
と
し
、
相
談
業
務
か
ら
始
ま

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡

調
整
、
外
来
受
診
や
他
医
療
機
関
と
の

連
携
、
体
調
管
理
や
急
変
時
の
対
応
、

入
退
院
調
整
な
ど
、
訪
問
診
療
患
者
さ

ん
に
か
か
わ
る
様
々
な
よ
ろ
ず
業
務
を

な
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
梶
原
診
療
所
で
は
２
０
０
名

強
の
方
の
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
宮
の
前
診
療
所
・
ふ
れ
あ

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
オ
レ
ン

ジ
ほ
っ
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
訪
問
診
療
を

受
け
て
い
る
方
の
、
休
診
時
の
臨
時
の

対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
訪
問
診
療
看
護
師
長　

氷
室
記
）




